
三重県熊野古道センター（仮称）基本構想

■ 敷地内農林生活文化ゾーンイメージ計画

●炭焼き・木工等イメージ計画

　　・地域間伐材（ヒノキ、スギ、雑木）や竹を使って炭焼き計画

　　・炭焼小屋は地域で使われていた型で再現する（木造、赤土等）

　　・簡単な木工加工体験が出来るクラフト棟計画

　　・周辺は雑木林とし、建物は木陰の中に設定

　　・炭焼、木工作業や販売、また体験メニュー設定等の管理運営

      体制を組織計画

●畑、水車等イメージ計画

　　・以前畑であったところを復活し、地域作物つくりを体験

　　・水を利用した水車小屋をつくり、地域の生活文化を再現

　　・水車小屋は木造とし、穀物加工や生活用具を展示紹介

※各イメージ計画は予算等により、整備実施可否の調整が必要であり、全て実現するというものではありません
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